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第 2版はしがき

　幸いにも多くの方々にこの本の初版を通じて憲法の基本に触れてもらうこと

ができ，今回，改訂の機会を頂くことができました。執筆者一同，大変嬉しく

思っています。

　今回の改訂では，初版と同じように，憲法の基本をできるだけ分かりやすく

具体的に紹介しつつ，新しい法律や判例などを盛り込んでアップデートしまし

た。また，この本の最大の特徴であるかわいらしいキャラクターの登場するマ

ンガは，各章のストーリーをすべて入れ替えています。初版ではふじもとめぐ

みさんにご担当頂いたのですが，今回は，キャラクターはそのままに，あさひ

らちひろさんに担当して頂きました。新しいキャラクターも登場しますよ。

　国際情勢が激動し，日本社会も大きく変わりつつある今，これからの日本社

会を担う大学生の皆さんが，自由で民主的な社会の骨組みである憲法の基本を

学ぶ意義はとても大きいです。そのためにこの本をぜひ活用して頂ければと思

います。

　2023年 1 月

執筆者を代表して

曽我部 真裕
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